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事 業 の 名 称   事    業    の    内    容 
期 間 備

考 入 場 料 

まるごと馬場のぼ
る展 描いた つく
った 楽しんだ ニ
ャゴ！ 
 

絵本「11 ぴきのねこ」シリーズの作者として知られる漫
画家・馬場のぼる(1927-2001)を紹介する。青森県三戸
町に生まれた馬場は、1948 年に漫画家デビューし、翌
年に上京。連載漫画『ポストくん』が評判となり、手塚
治虫や福井英一とともに「児童漫画界の三羽ガラス」と
呼ばれるほどの人気作家となった。大人向けの漫画を発
表する一方で、動物や山男などが登場する絵本の世界へ
も活躍の場を広げた。1967 年、後にロングセラーとな
る『11ぴきのねこ』第1作を発表。同シリーズは６冊の
絵本と関連作を世に送り出し、今日でも多くの人に親し
まれている。 
本展では馬場の代表的な漫画や絵本の原画のほか、50 年
間描きためた秘蔵のスケッチブック、絵画や立体作品な
どを展示する。創作のルーツから知られざる素顔まで、
作家の創作世界をまるごと楽しむ機会とする。 

4月11日(金) 
- 

5月25日(日) 

 
一 般   1,200円 
高大生     800円 
小中生     500円 
※土曜と5月5日は中学生 

以下無料 
 

古代エジプト 
美術館展 

「古代エジプト美術館 渋谷」は、日本初の古代エジプ
ト専門美術館として、2009 年東京・渋谷に開館した。
先王朝時代からローマ支配時代までを網羅した 2000 点
以上にのぼるコレクションは、国内で質量ともに第一級
の内容を誇り、古代エジプト文化の全貌をうかがい知る
ことができる。 
本展では世界的に貴重な遺物であるミイラやミイラマス
ク、人型木棺、神殿の石柱、ツタンカーメンの指輪をは
じめ、当時の生活様式がわかる、化粧用など日常で使用
されていた容器や装飾品を含む約 200 点を展示する。あ
わせて、過去 100 年間学術調査がほとんどされてこなか
ったメイドゥム(マイドゥーム)・ピラミッドの最新調査
(2022)の様子もあわせて紹介する。古代エジプト人が築
いた神々への信仰や国家、暮らし、死生観に触れること
で、3000 年にわたる巨大文明の歴史に迫る機会とす
る。 

7月11日(金) 
- 

8月23日(土) 

 
 

一 般   1,600円 
高大生   1,300円 
小中生     700円 
※土曜は中学生以下無料 

小野皓一・ 
サイトユフジ展 

山形ゆかりの現代作家による二人展。小野皓一(1946年
宮城県石巻市生まれ)は、武蔵野美術大学油絵学科を卒業
後ドイツに渡った。ベルリンを中心に制作活動ののち、
1984に帰国。母校の教員として後進の指導にも情熱を注
いだ。2017年山形に移住し作家活動を行なっている。小
野は「絵画の成立」という根源的な命題を、描く行為を
通じて一貫して追求している。 
サイトユフジ(1949年山形市生まれ)は、武蔵野美術大学
産業デザイン科卒業後に渡欧し、ウィーンを中心に作家
活動を行った。1987年に帰郷後は、絵画のほか絵本や版
画など様々な分野で活躍している。 
日本社会が激変する1970年前後に学生時代を過ごし、東
西冷戦構造のヨーロッパで自らの絵画の思索を深め、現
在山形を拠点に活動する小野皓一とサイトユフジ、それ
ぞれの活動の軌跡と、現在の多彩な表現を紹介する。 

10月31日(金) 
- 

11月16日(日) 

 

一 般   1,000円 
高大生     600円 
小中生     400円 

※土曜は中学生以下無料 



-企画展- 
事 業 の 名 称   事    業    の    内    容 

期 間 備
考 入 場 料 

富岡鉄斎 
紅花商人ゆかりの
コレクション 
 
 

明治・大正の時代「最後の文人画家」として知られた
富岡鉄斎(1836-1924)。幕末の動乱期には勤皇学者とし
て国事に奔走し、明治維新後は神官の公職についた。
終生学者であると自認し、詩書画に通じた文人画家と
して多くの書画を世に送り出した。そのモチーフは多
岐にわたり、奔放な筆致と豊かな色彩による作品は近
代日本の美術史においても傑出した存在感を放つ。 
当館は 1968年より紅花商人の流れを汲む長谷川家から
作品を受け入れ東洋日本美術のコレクションを拡充し
てきた経緯がある。本展では収蔵品および○山長谷川家
より借用した作品で構成し、同コレクションの鉄斎作
品を一堂に介する機会とする。 

12月12日(金) 
- 

1月25日(日) 

 
一 般   1,200円 
高大生     600円 
小中生     400円 

※土曜は中学生以下無料 

山形銀行所蔵品に
よるテーマ展 

地域とともに歩む山形銀行が所蔵する明治期から現代
までの多彩な作品から、山形ゆかりの作家が描いた、
県内各地の四季折々の風景画を中心に紹介する。また
「県内風景画シリーズカレンダー」の原画作品も合わ
せて展示し、山形の自然風土を見つめる作家の個性的
な表現に触れる機会とする。 

12月12日(金) 
- 

1月25日(日) 

 
一 般   1,200円 
高大生     600円 
小中生     400円 

※土曜は中学生以下無料 

 
 

-3県展- 

事 業 の 名 称 事    業    の    内    容 
期 間 備考 入 場 料 

第80回 
山形県総合美術展 

山形県の美術振興と美術家のレベル向上を目指して毎年
開催している県内最大の公募展。1946年6月に第1回展
が開催されて以来、本年で80回となる。日本画、洋画、
彫刻、工芸に加え、80回を記念したイラストレーション
部門を設定。以上５部門で作品を一般公募し、わが国を
代表する作家を各部門の審査員として招いて入選作を決
定、優秀作を表彰する。これらの作品に審査員特別出
品、委嘱、無鑑査などの作品をあわせ500余点を展示す
る。併せて第67回こども県展を開催し、園児から中学生
までの児童生徒の絵を展示する。 

8月30日(土) 
- 

9月15日(月・祝) 

 
一 般  800円 
高大生  400円 
小中生  200円 

※土曜は中学生以下無料 

第50回記念 
山形県総合書道展 

山形県内および山形県出身者の書家、書道愛好家から広
く作品を公募し開催している本展は、1975年の第１回
展開催以来、本年で50回の節目を迎える。50回を記念
し、中央書壇で活躍する作家を審査委員長として迎え、
県書壇の重鎮らの合同審査と併せて、優秀作、入選作を
選定し表彰する。また会期中には書道文化の魅力を発信
するワークショップや審査員らによるギャラリートーク
を通し、県書道界のなお一層の振興をはかる。 

9月20日(土) 
- 

10月5日(日) 

 

一 般  800円 
高大生  400円 
小中生  200円 

※土曜は中学生以下無料 



 
             -収蔵品によるテーマ展- 

 
                                -収蔵品展- 

 

第60回 
山 形 県 写 真 展 

山形県内の写真愛好家に作品発表の場を提供するととも
に、相互の交流と写真技術のレベルアップを図る公募
展。1967年1月の第1回展の開催以来、本年で60回を迎
える。県内各地から広く公募された作品を、日本を代表
する著名な写真家の審査により入賞、入選を選んで表彰
する。 

2月19日(木) 
- 

3月22日(日) 

 
一 般  800円 
高大生  400円 
小中生  200円 

※土曜は中学生以下無料 

事 業 の 名 称 事    業    の    内    容 期 間 備考 
入 場 料 

フランス近代絵画
の精華 
吉野石膏コレクシ
ョン・服部コレク
ション 

当館は、印象派を中心に、ポスト印象派、エコール・
ド・パリまでの優品がそろう吉野石膏コレクション、そ
して現代フランス絵画の巨匠らの作品群として知られる
服部コレクション、二つのフランス近代絵画コレクショ
ンを収蔵している。 
本展では、二つのコレクションを通して、19世紀から
20世紀後半までのフランス絵画の多彩な展開を、テー
マを設け通年にわたり紹介する。 

年間通し 

 一 般   800円 
高大生   400円 
小中生   200円 

※土曜は中学生以下 
無料 
※同時開催の企画展と 
統一料金 

紅花商人ゆかり
の名品 長谷川
コレクション 

山形美術館の開館後間もない 1968 (昭和 43) 年、当時
の山形銀行会長であった長谷川吉郎氏より、○山長谷川
家歴代が収集した美術品163点が寄贈された。以降199 
4 年には○谷長谷川家より当時の殖産銀行(現・きらやか
銀行)会長・長谷川吉内氏の遺志を継いだ長谷川憲治氏
より81点、翌 95年に再び○山長谷川家より48点が追加
寄贈され、全 292 点で構成される「長谷川コレクショ
ン」は、当館の日本美術の中核をなすコレクションとし
て親しまれている。 
本展では、紅花商人であった長谷川家が守り伝えてきた
作品を、季節ごとテーマを設け通年にわたり紹介する。 

年間通し 

 一 般   800円 
高大生   400円 
小中生   200円 
※土曜は中学生以下 
無料 
※同時開催の企画展と
統一料金 

事 業 の 名 称 事    業    の    内    容 期 間 備 考 入 場 料 

収 蔵 品 展 
常設展 
「巨匠の広場」「新海竹太郎、新海竹蔵の彫刻」 
「彫刻の小部屋」 

年間通し 

 
一 般  800円 
高大生  400円 
小中生  200円 

※収蔵品展によっては 
料金の変更あり 
※土曜は中学生以下 
無料 


